
防コミの歩き方

神戸市長田区は、北は高取山、南は長
田港に面し、区域内を新湊川や苅藻川が流
れています。また、独自の食文化も栄え、お
好み焼き、焼肉、冷麺、そばめしなどが有
名です。さらに昨年は、新長田に鉄人２８号
のモニュメントが建てられるなど、全国的な知
名度も上がっています。
このなかで、私たち第３分団の管轄区域
は、大開線と新湊川に挟まれた地域です。
この地域の特徴としては、市営住宅が多く建
てられています。しかし、エレベーターホール
に自転車が置かれていることがあり、消防活
動の障害となるので、管理人と協力し、ポス
ターを貼ったりして、エレベーターホールに自
転車を置かないよう注意をうながしています。

ほかにも、防災福祉コミュニティや他の分
団と協力して防災指定校で防災訓練してい
ます。６月の室内小学校での訓練では、4年
生に消防団の役割を説明し、会陽、番町、
重池の各地区防災福祉コミュニティや第２分
団と協力して、消火器、水バケツリレー、タ
ンカー搬送などをしました。また７月の丸山中
学校での訓練では、さらに名倉地区防災福
祉コミュニティと第１分団も加えて、生徒が
教室から運動場へ避難する訓練をしました。
このように、私たち長田消防団第3分団
は総員14名で、地域の方 と々協力しながら、
区民の安全・安心なくらしのために、防災意
識の向上に努めています。
（長田消防団第3分団分団長　赤西一夫）

長田消防団第３分団の紹介 「いつでもじゃぐち」をご存知ですか
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子どもたちが夏休みを楽しんでいる中、灘
区にある市立高羽小学校では応急給水栓、
通称「いつでもじゃぐち」の設置工事がおこな
われました。
「いつでもじゃぐち」とは、現在水道局がお
こなっている事業です。
災害時に被害を最小限にするため配水管

の耐震化工事をおこなっており、そのシンボ
ルとして配水池からの耐震化工事が完了した
学校に設置しています。
それぞれの小学校の敷地内には、多人数

が同時に使用できる蛇口などの資器材が保管
されており、緊急時に組み立てて使用します。
平常時は子どもたちの水飲み場、災害時

には水道が復旧するまでの間、市民が利用
できる応急給水栓として使用します。
今年度神戸市では、５つの小学校で設置
工事をおこない、灘区では市立美野丘小学
校に続いて２番目に設置されました。
●防コミでの応急給水訓練
防災施設として普段から誰でも取扱いがで

きるように、１１月２８日高羽小学校において、
地域住民と水道局東部センター、消防団、
消防署が合同で応急給水訓練を実施しまし
た。
組み立て自体、難しくはありませんが災害

はいつ発生するかわからないため、誰かが組
み立ててくれるだろうではなく、一人ひとりが
率先してできるように今後も継続して、訓練
を実施していく必要があります。
この「いつでもじゃぐち」を防災訓練で使用
することにより、防災力の向上だけではなく、
水道局が推進している、蛇口から水を飲む
文化についても住民の方に広報することがで
きます。
住民同士の交流も、防災力向上のために

は大事な訓練のひとつです。
安全で安心な街を作っていくためにも、日
頃から地域の防災訓練に参加していただくよ
うよろしくお願いします。

（灘消防署　寺岡篤史）
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